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LaFeAsO1−xFxにおける超伝導が発見 [1]されて以来、鉄を含む様々な
化合物の超伝導機構について研究が加速している。フェルミ面のトポロ
ジーやフェルミ準位近傍のバンド分散を決定する上で角度分解光電子分光
（ARPES）は強力な手法であるが、結晶構造 122系の鉄砒素超伝導体につ
いては精力的にARPESの結果が報告されている一方で、1111系の報告は
少ない。1111系は 122系よりも比較的高い超伝導転移温度（Tc）を有する
ことが知られており、鉄砒素超伝導体における高いTcの起源を解明する上
で、122系のみならず、1111系化合物に対してもARPESを適用すること
が重要である。
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Figure 1: PrFeAsO0.7のフェルミ面。

1111系鉄砒素超伝導体 PrFeAsO1−y

は y = 0.15において Tc = 43Kを示す
[2]。本研究では、PF BL-28Aにおいて
PrFeAsO0.7のARPESを行い、図 1に示
すフェルミ面を得た。Γ点を中心にkF ∼
0.6 (π/a) の大きなホール型フェルミ面
が観測されており、これはホールが過
剰にドープされた電子状態を反映して
いる。この特徴は過去の1111系ARPES
[3, 4, 5]においても見られ、表面状態の
可能性がある。本発表では、エネルギー
ギャップの有無およびフェルミ面の3次
元性について報告する予定である。
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